
市バス運転系統の主な変遷

１９７０年代後半（昭和５０年代）に入ると、市内交通は地下鉄を根幹とし、これにバスを

有機的に配置した交通網が整備された。すなわち地下鉄と市バスの乗り継ぎ制度が充実し利

便性が図られた。地下鉄谷町線は、１９７７年（昭和５２年）に都島から守口まで延伸され

１９８３年（昭和５８年）には大日まで開通した。新森公園を発着するバス路線は、その後

も路線の整備・再編成が実施されてきたが、２００６年（平成１８年）地下鉄今里線が開通

したのに伴い、２００８年（平成２０年）現在、新森公園前－天満橋・大阪駅前・布施駅前

の３系統となった。〈原田〉
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新森幼稚園（当時は新森小路幼稚園）は、昭和の戦前に新森地域の宅地化の進展ととも

に人口が増加する中、１９３８年（昭和１３年）新森中央公園南側の通りを東に２ブロ

ックのところに創立された。園児数は４１名。

戦後の１９４８年（昭和２３年）、児童の増加にともない京阪電車森小路駅前に新森小

路幼稚園の分園が併設された。１９７５年（昭和５０年）には木造の本園が老朽化した

ため鉄筋コンクリート造りに改築された。

１９８６年(昭和６１年）分園が鉄骨耐火構造３階建てに改築されるとともに本園が閉

園となり、現在に至っている。〈原田〉
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